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内 容 梗 概

100回線以下の小容量クロスバ自動交換機の標準化は,現在までに各方面において,各種の形式のものが検

討実用化されている｡

さきに本紙上に発 された,AXC-2形小容量山勘交換機の倶準化も,その一環として,幅広い顧客の要

を満足する100lロ1線以下のP.B.Xクロスバ自動交換機を目標として検討設計されたものであるが,最近,

力会社,電鉄会社などで,トールダイヤル計画に沿った私

電

専用小自動交換機の建設が多くなったので,さら

に経済性と融通性に主眼をおいて,加入者回線と中継線の交換および中継線の中継交換を行う小容量クロスバ

日動交換機の標

1.緒

日本のクロスバ式白

化を行った｡これにより,相当の原価低減,納期短縮の目

言

交換機も,実用化を始めてから数年を経た

今日においては,高度の機能をもち,しかも経済的なクロスバ交換

機の実用化が特に要望されている｡幸にして私設交換機のクロスバ

化も,クロスバ回路技術の向上,クロスバ機器の標準化および安定

化が軌道にのった今日,顧客のクロスバ交換機に対する高度の理解

と相まって,著しく発展している現状である｡

本文は,最近,電力会社,電鉄会社などにおける,電話交換網の

トールダイヤル化の一環として,発,変 所あるいは営業所に設置

されるクロスバ小自動交換機の標準化むこついて述べたものである｡

この種の交換機にほ,創設費が低廉で,占有床面積が少なく,点検

が簡単で,保守員を無駐在にするなどの条件が必要である｡

最近実用化を行った

AXC-2F形(電源開発株式会社南川越変電所納)

AXC-2G形(四国 力株式会社大森川発電所納)

AXC-2H形(北海道電力株式会社岩清水発電所納)クロスバ日動

交換機ほ,上記の要求を満足するよう,一 のものとして設計された

ものである｡AXC-2F形,AXC-2G形は34年5月開通して好成績

を収めており,また4線交換も可能なように設計されたAXC-2H形

は34年10月開通し,好調に運転を続けている｡

主要機器としてほ,すべて標準化されたクロスバ機器を使柑し,

クロスバスイッチ(20VxlOH),ワイヤスプリソグリレー,双手按

点平形継電器を主体とし,信号機,M.D.F,回線 験盤はもちろん,

AXC-2G形でほエリミネータ電源も架に内蔵している(い(3)｡

2.設計条件と方式

100回線以下のクロスバ小目動交換機の設計においては,回線収

容数の選定,スイッチフレームの構成,加入者および中継椋の収得

方法,芦通制御方式の決定などが安岡題点である｡これらほ,顧

客の要求する回線数,回線種別,機能および交換機の経済性を検討

して決定すべき問題である｡

本交換機ほ,下記のような方式を採用し,この間題の満足すべき

解答を得ている｡

(1)回線容量はできるだけ大きくし,各種回線相互間の収牢に

おける融通性を高くすることが望ましい｡本交換機の回線容量

ほ,加入者または2線式中継繰が100回線,4繰式中継繰は10回

線である｡

(2)保守点検が容易なこと,小形で占有床面積が少ないことな
*

日立製作所戸塚工場

44

とおしを得た｡

どのためには,まず共通制御回路をできるだけ簡単にすることが

望ましい｡本交換機でほ,自局内接続,2線式入中継接続,2線

式山中継接続,2線タンデム中継接続,4線式入中継接続,4繰

式杜仲継接続,4線タンデム中継接続,2繰4線タンデム中継接

綻の8 櫨 接続制御を行うための制御装置を､数個の継電器で

構成する｡発信首接続制御用のラインファインダと4線式入中継

接続制御用のトランクファインダ,およびレジスタに接続制御機

能を兼ね備えたレジスタマーカの3種類とし,接続動作程別を単

純化して回路構成を簡単にした｡

(3)入レジスタリンク,またほセソダをもたない交換機でほ,

接続動作時間が,ダイヤルイン′くルスのミニマムポーズ以下でな

ければならない｡この要求ほ,本交換機の接続動作時間が,100

ms以~Fであることにより十分満足される｡

(4)万一障害が発生した場合でも,交換機の全機能が停止する

ことは避けねばならない｡本交換機は特にこの点を考 して凹路

設計を行い,1箇所の障害により,全回線の交換が停止するよう

なことはない｡

(5)その他の主要機能として下記のものを有している｡

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

ラインロックアウト機能

4線巾継交換機能

ダイヤル数字の蓄積変換,イン㌧ペルス再送出機能

話中加入者または話中中継線割込機能

私設出中継線非接続機能

電源,信号機,M.D.F回線試験盤の内蔵

交換機の機能および性能の高度化と, 音斉性は,もちろん相反

する条件であるが,今回ほ少なくとも上記設計条件を満足し,で

きるだけ経済性を計った｡

3.回線容量と中継方式

3.1回線容量と呼量

この程の小日動に対する顧客要求の を行ったがその一例を弟

1表に示す｡弟1表ほ,顧客より要求をうけた,AXCT2F,AXCT2G,

AXC-2H の3瞳のクロスバ自動交換機の収容回線数および加入者

当りの発信呼量と着信呼量の和を 示したものである｡

弟1表からわかるように,交換機の対象とする回線数は,最大,

加入者80回線,2線式レビータ10回線,4線式レビータ10回線,ト

ラソク収容端子40端子とすれば十分と思われる｡

舞1図ほ,本交換機のフレーム形式を示したものであるが,4繰

フレームのない場合の回線数と運びうる呼量を弟2表に,4線フレ

ームを付加した場合の運びうる呼量を弟3表に示す｡表に示された
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第1表 小容量クロスバ自動交換機の回線数と最大容量

(呼量は,加入者当りの発信および着信呼量の和をH･C･Sで示した

ものである｡)
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第1図 ′ト容量クロスバ交換機のフレーム構成
(全実装の場合を示す｡〕

第2表 ′J＼容量クロスバ自動交換機の回線数と
運びうる呼墓

(トラソクの呼損率を1/100とし,加入者1回線当りの発着

信呼二迫の和をH.C.Sで示す｡J

数字ほ,トランクの呼損率を1/100としたときの1回線当りの発信

呼量と着信呼基の和をH.C.Sで示したものである｡

4繰フレームを付加した場斜こほ,加入者回線数と,運びうる呼

境の関係ほ,トランク数およぴ4縦レビータ数により異なる｡弟3

表(a),(b)に,4繰レビータ5個,および10個の場合の回線数と

運びうる呼_量:との関係を示すし)ただし呼孟の算旧は,トランクおよ

びレビータの呼損率を1/100とし,加入者からの4繰出中継呼嵐

4線中継線より加入者への着信呼量を等しいと仮定し,4線タンデ

ム中継呼量を発信またほ着信呼迫の40%と仮定して算出した｡

3.2 中継方式と主要回路機能

舞】図に示すように,フレーム形式ほ,接続機能の簡易化をはか

るため,4線フレームと2繰フレームとに分離し,2線 中継線は

2繰フレームに,4線式中継線ほ4線フレームに収容する｡また回

線容量およびトラフィック容量より1段接続を採用する｡

加入者は割込が揮易であること,および加入者収容端子数を増す

ために切替えバーを使川することなどの理由で,2線フレームの水

平路に収容する｡またこの方法ほ接続動作種類が減少し,共通制御

装置が簡易化される特長をもっている｡

共通制御装置ほ,発信音接続制御のラインファインダ1個,4線

式入中継接続制御のトランクファインダ1個,およびレジスタに接

続制御機能を備えたレジスタマーカ2個を設け,同じレジスタマー

カが4線フレームも2繰フレームも制御する｡

ラインファインダ,トランクファインダはそれぞれ1個であるが,

･15

第3表(a)4線レビータ5個の場合の回線数と

運びうる呼量
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(4綴け1人中継呼を含めた,加入者発着信呼丑の合計をH･C･Sで示す)

第3蓑(b)4線レビータ10個の場合の回線数と

運びうる呼量

(4娩出人中継呼を含めた,加入者の発着信呼並の合計なH.C.Sで示す｡)

2掠フレームのみの場合(SEND機能不要D場合はSENDおよび

SEND-LINKを除く)

2線フレーム

4繰フレrムを附加した場合(SEND機能不要の場合はSENDお

よぴSEND-LINKを除く〕

2緑フレーム

∫仇ダ ムWF%

4線フレーム
∴:∴【

∬ルか
⊥ノ〟〝

第2図 中 継 方 式 図

1箇所の障害で全回線交換不能にならないよう回路上考慮されて

いる｡

トラソクよりレジスタマーカを起動する方式として,仮捕捉機能

を採用し,接 動作種類の減少,接続時間の短縮など,共通制御回

路の簡易化を計っている｡

弟2図に中継方式を示す｡

督主要回路の機能を示すと,弟4表のようになる｡
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第4表 主要回路機能一覧表

回路名称

加入者

リレー群

主要構成部晶

双子接点平形

リーレー

機 能

1.発着信表示

2･サービスクラス表示

3.ライソロックアウト機能

スイッチ

フレーム

ラインフ

ァイソダ

レジスタ

マーカ

セソダ

20VxlOHx

Bスイッチ

ワイヤスプリ

ソグリレー

ワイヤスプリ

ソグリレー

ワイヤスプリ

ソグリレー

リードリレー

発信または着信回線とトラソクまたは4Wトランクと

の接続機能

発信加入者の識別

発信加入者グラスの識別およびトラソクまたは 4W-

TAへの転送

空トランクまたは空 4WTA選択捕捉

通話路の接続制御

接続動作時間の監視

1.ダイヤルインパルスの計数蓄積

2.トランクまたは 4Wトランクと被呼加入者との接続

制御

3･トランクまたは 4Wトランクと相中継装置(2Wお

よぴ 4W レビータ)との接続制御

4.ダイヤル途中放棄の監視

5.接続動作時間の監視

6.セソダの起動

ワイヤスプリ

ングリレー

トランク ワイヤスプリ

ソグリレー

トラソク

ファイン

ダ

4WTA

および

4WTB

ワイヤスプリ

ソグリレー

ワイヤスプリ

ングリレー

センダリソク制御

ダイヤルインパルスの再生送f!1

1.呼出信号送出

2･通話電流供給

3.通話監視

4.レジスタマーカへのインパルス中継

5.発信加入者サービスクラスの記憶およぴレジスタ｢ト【

カへの転送

6.出中継接続の場合には伍通となる

1.4W着信レビータの識別

2.空 4WTBの選択捕捉

3.通話路の接続制御

4.接続動作時間監視

1.呼出信号送山(4WTB〕

2.通話電蘭供給

3.通話監視

4.レジスタマーカへのイソ′くルス中継

5.字引言加入者のサービスクラスの蓄硫およぴレジスタマ

ーカの転送(4WTA)
6.ハイブリッド付

4.接続動作概要

4･14線ステージのない場合

4.l.1発信音接続

加入者が受 器をあげればラインリレー動作し,ラインファイ

ンダを起動する｡ラインファインダは発信加入者を識別し,--▲方

あきトランクを 択して,その中の1佃を捕捉する｡ついで発信

加入者とトランクの通路にあたるクロスバスイッチを動作させ,

発信加入者をトランクに接続して復旧する｡この間にラインフア

インダほ発信加入者のサービスクラスを

に転送して蓄積させる｡

別し,これをトランク

ある加入者がラインファインダを起動中は,他の加入者の発信

者接続はすべて待合わせとなる｡

トランクほ,発信加入者に接続されるとレジスタマーカを

し,これを仮捕捉する｡

動

レジスタマーカの仮捕捉が終了すれば,トランクより発信加入

者にダイヤル音が送出される｡

レジスタマーカほ多くのトランク,したがってそのトランクを

捕捉している多くの加入者から同時に仮捕捉されるが,その中の

一つがダイヤルを開始すると,該加入者に正規に接続され,他の

加入者ほ仮捕捉の状態より開放される｡仮捕捉状態を解かれた加

人 は,さらに別のレジスタマーカを仮捕捉するが,もしレジス
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タマーカが全話中の場合ほ待合状態となり,発信音は送出されな

い｡

発信加入者が発信音送川以前にダイヤルすれば,トランクはレ

ジスタマーカを解放し,かつおのずからも復旧して発信加入者を

ライン′ロックアウトする｡

4.】.2 自局内接続

発信加入者が発信音を聞いた後ダイヤルすれば,ダイヤルイン

パルスほトランクで中継され,レジスタマーカに送り込まれる｡

レジスタマーカはこれを計数蓄積する｡必要数のインパルスを計

数蓄積すれば,レジスタマーカはラインファインダ回路をロック

アウトした後,被呼加入者とトランクの間の接続を行う｡

上記接続が完■アすればレジスタマーカは復1日し,トランクより

被呼加入者に呼出信号が送出される｡被呼加入者の応答により下

記経路で通話が行われる｡

発信加入者-クロスバスイッチートランク¶クロスバスイッチ

ー被呼加入者

通話が終了すればトランクおよび接続

4.l.3 2線式中継線への出中継接続

路はすべて復旧する｡

発信加入者が中継線接続番号をダイヤルすれば,レジスタマー

カは中継緑接凝識別番号のダイヤルを計数蓄積してのち,ライソ

フ7インダ回路をロックアウトする｡ついであき中継線の一つを

選択捕捉したのら,これをトランクに接統し,レジスタマーカは

復旧する｡

イン/くルスを再送出する場合ほ,レジスタマーカほあき中継線

の一つを選択捕捉したのち,セソダリンクを通してインパルスの

送揖を始める.｡そして,ラインファインダのロックアウトをいっ

たん解き,全数字蓄枯ののちふたたびラインファインダをロック

アウトして,トランクと1･い継線を接続する｡インパルスの送出が

終了すればレジスタマーカほ復旧する｡

発信加入者ほ下記の経路で中継線に接続される｡ただしトラン

クの通話線ほ直通となる｡

発信加入者-クロスバスイッチ¶トランクークロスノミスイッチ

ーレビーターヰ継線
4.1.4 2線式中継線よりの着信接続

11継線ほ加入者閲動こ収容されているので,中継緑よりの着信

は加入者発信とまったく同様である｡

4.】.5 空 番 号

発信加入者のダイヤルが空番号の場合は,レジスタマーカおよ

びトランクほただちに復旧し,発信加入者ほライソロツクアウト

される｡

4.】.d 中継線非接続機能

中継線非接続加入者が中継線番号をダイヤルすれば,レジスタ

マーカ,トランクはただちに復旧し,発信加入者はライン/ロック

アウトされる｡

んl.7 話中加入者割込横能

内線加入者話中の場合,任意の発信加入者は

ち!特定番けをダイヤルすることにより,

ができる｡

4.】.8 冨舌中中継線割込轢能

中音を聞いたの

中加入者に割込むこと

中継税調込■可能の加入者は,中継線全話中のとき話中音を聞い

たのち特定番号をダイヤルすれば特定の中継線に割込むことがで

きる｡

4.2 4線ステージのある場合

4.2.】自局内接続

発信加入者が受話器をあげると,ラインファインダはトランク

および4WTAをそれぞれ1個選択捕捉し,発信加入者をトラソ
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したのち,ただちに4WTAを復旧させ,トラソクと被呼加入者

を接続する｡

4.2.2 4繰出中継接続

4緑川中継接続の場合は,出中継接続番号識別後ただちにl､ラ

ンクを復旧させ,4繰フレームのクロスバスイッチを動作させて･

4WTA と4線レビータを接続する｡

発信加入者は下記経路で4線レビータと接続される｡

発信加入者-クロスバスイッチ(2繰フレーム)-4WTA-ク

ロスバスイッチ(4線フレーム)-4線レビータ｡

4.2.3 4繰入中継接続

4繰レビータより入中継接続の場合,着信のあったレビータは

第3図(C)AXC-2H自動交換機中継方式図
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第4図(B)AXC-2G[1動交換機

実装図

クおよぴ4WTAに接続する｡ただし,トランクおよぴ4WTA

のどちらかが全話中の場合ほ,一方だけを選択捕捉して接続す

る｡

トランク,4WTAとも発信加入者に接続された場合はトラン

クが,どちらか一方の場合にはそのトランクまたほ4WTAがレ

ジスタマーカを仮捕捉する｡レジスタマーカは加入者ダイヤルに

よりトランクまたは4WTAより正規に捕捉され,ダイヤルイン

パルスを計数蓄積する｡レジスタマーカは白局内按紀番号を識別
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第4岡(C)AXC･--2H自動交換機

実装図

トランクファインダを起動する｡トランクファインダは,4WTB

のl-l--のあいている1個を選択捕捉したのち,4繰レビータと4

WTBを接続する｡4WTBほレジスタマーカを捕捉する｡レジ

スタマーカほ,入りインパルスを計数蓄積し,加入者着信の場合に

は加入者の収容されているクロスバスイッチを,4繰タンデム中

継の場合にほ4線フレームのクロスバスイッチを動作させ,下記

経路の接続を行う｡

加入者着信接続
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第5図 AXC-2F自動交換機外観図

4線レビータ､クロスバスイッチ(4線フレーム)Ⅶ4WTB-ク

ロスバスイッチ(2線フレーム)加入者

4線タンデム中継接続4線レビータークロスバスイッチ(4線

フレーム)Ⅶ4WTBクロスバスイッチ(4線フレーム)-4緑レ

ビータ

5.実装および使用機器

弟3図(A)(B)(C)および弟4図(A)(B)(C)にAXC-2F,

AXC-2G,AXC-2H形自動交換枚の中継方式囲および実装図を

す｡

自動交換機本体は,すべて完全防じんキャビネッ

スバ架に実装されている｡

MDF,信号機,回線

標の形ト クロ

験盤はいずれも架に組み込み,床面積を少

なくしている｡AXC-2G形交換機ほエリミネータ電源装置も含め

て1架で構成されており,標準形小容量クロスバ自動交換機の小形

化の目 一ま.トが標 成されている｡

る.性 能

本交換機ほ,加入者線路抵抗1,200オーム,漏えい抵抗20キロ

オームの線路条件を満足し,また許容電源

%である｡

圧変動ほ48ボルト土10

インパルス速度8～12imp/sの範閃で,加入者ダイヤルのインパ
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第7図 漏 話 減 衰 量

ルスメーク比ほ33士3%,中継線よりの入りインパルスのメーク比

は20～80ヌgで確実に動作する｡

接続 作時間ほきわめて短縮され,ダイヤル音接続,目局内接続,

入中継接続,出中継接続,タンデム中林接続ともわずか60～100ms

である｡

第d図および弟7図に,本自動交換機の通話減衰量,漏話減衰量

を示す｡

7.緯

小容量クロスバ自動交換機の酔隼イヒほ,幅広い顧客の要求を満足

するものとして一応完成されたものであるが,さらに機器の小形

化,回路の簡易化による消費電力の減少,顧客の要求による特殊機

能の付加など,各位のご指導により機能の改善,原価の低減に努力

を紀ける所存である｡

最後に本交換機の標準化にあたり,種々ご援助いただいた電源閲

発株式会社通信課,北館氏,四 力株式会社通信課,山下氏,北

海道電力株式会社,佐藤氏,ならびに日立製作所戸塚工場,野上諌

長に厚く

1

2

3

する次第である｡

参 鳶 文 献

大野:日立評論40,256(昭33-2)

江森,中村,若林:日立評論38,461(昭31-3)

小林,田島,三井,鈴木:日立評論40,385(昭33-3)

論 No.6

次

◎集 中 式 電 車 用 冷 房 装

◎最 近 の サ ー ボ コ ン ビ ュ

◎CT-150形色差方式 カ ラ ー

◎モータレット試験による絶縁ワ

置 に つ い て

- タ に つ い て

テ レ ビ 受 信 機

ニスの寿命評価

◎超高圧ケーブル用紙のⅤ一tの特性と吸湿速度との関係

◎新 し い 耐 熱 鋼 TAF の諸性質について

◎工業用電動機･発電機の据付けおよび試運転(その3)

東京都千代田区九ノ内1丁目4番地 振替口座東京71824番

東京都千代田区神田錦町3丁目1番地 振替口座東京20018番

48




